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今年４月以降，全国で「ネットバンキングで知らないうちに他
人の口座に現金が振り込まれてしまった。」という被害が相次
いでいます。
実際に，広島県内でも被害が発生しています。
ネットバンキングの利用には，個別のIDとパスワードが必要
ですが，これを犯人が不正に利用し，預金者本人になりすま
して，口座から預金を引き出すという手口です。

パスワードの適切な管理

パソコンのセキュリティ対策の強化

不審なサイトへのアクセスや心当たりのないメールに注意

第三者に推測されにくいパスワードにする。
定期的にパスワードを変更する。
ワンタイムパスワード（利用するたびにパスワードが変
わるシステム）を利用する。
ネットバンキングのセキュリティ機能を最大限活用する。

ウイルス対策ソフトを利用し，常に最新の状態にする。
パソコンのOSやブラウザは常に最新の状態にする。

心当たりのないメールや添付ファイルを開いたり，安易
にフリーソフトをダウンロードしたり，不審なサイトへのア
クセスはしないこと。


